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令和元年令和元年令和元年令和元年度第度第度第度第 1111 回大分市総合教育会議回大分市総合教育会議回大分市総合教育会議回大分市総合教育会議    議事録議事録議事録議事録    

 

 

1．日 時  令和元年 6 月 5 日（水）10：00～11：00 

 

2．場 所  議会棟 3 階 第 5 委員会室 

 

3．出席者   

〇総合教育会議構成員 大分市長            佐藤 樹一郎 

大分市教育委員会教育長     三浦 享二 

                大分市教育委員会委員    大久保 眞理子 

大分市教育委員会委員    上杉 美穂子 

大分市教育委員会委員      生野 誉士 

大分市教育委員会委員     古城 一 

   〇事務局 

企画部長        江藤 郁 

企画部審議監      伊藤 英樹 

企画部審議監兼ラグオリパラ推進局長  佐藤 善信 

企画部審議監      広瀬 正具 

企画部次長兼スポーツ振興課長  三好 正昭 

企画課長        小野 晃正 

文化国際課長      衛藤 祐一 

生活福祉課長      安藤 裕二 

長寿福祉課参事     大畑 哲伸 

子どもすこやか部次長兼保育・幼児教育課長 指原 高広 

子育て支援課長     横川 幸一 

都市交通対策課参事   黒枝 美樹 

企画課参事補      足立 威士 

企画課主査       生野 宏樹 

企画課主査       石川 ゆかり 

教育部長        佐藤 雅昭 

教育部教育監      重石 多鶴子 

教育部次長       桑野 徹 

教育部次長兼学校施設課長 池田 武文 

教育部次長兼体育保健課長 西川 幸宏 

教育部次長兼文化財課長 坪根 伸也 

大分市美術館副館長兼美術振興課長 長田 弘通 

教育総務課長      高田 隆秀 

学校教育課長      野田 秀一 

人権・同和教育課長   河野 正行 

社会教育課長      永田 佳也 

教育センター所長    御手洗 宏昭 

教育総務課参事     岡本 隆憲 

教育総務課参事補    黒木 眞由美 

教育総務課指導主事   三嶋 みどり 

教育総務課主任     園田 哲也 
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4．次 第  （1）開 会 

       （2）議 事 

1．令和元年度「大分市教育大綱・大分市教育ビジョン」関連事業について 

          2．大分市教育大綱の改訂方針（案）について 

       （3）閉 会 

 

 

1111．開会．開会．開会．開会    

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さま、おはようございます。 

定刻となりましたので、ただいまから、令和元年度 第１回大分市総合

教育会議を開会いたします。 

今年度も会議の進行を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

本日は、古城和敬委員が、都合によりご欠席でございます。ご報告いた

します。 

 

それでは初めに、本会議の議長であります、佐藤市長からご挨拶をよろ

しくお願いします。 

 

おはようございます。佐藤でございます。令和元年度第 1 回の大分市総

合教育会議にご出席いただきましてありがとうございます。本年度もよろ

しくお願いいたします。 

昨年も、大事な議題としまして、子どもの安全対策、貧困問題、英語教

育やプログラミング等の新しいカリキュラムなど、様々な議題につきまし

てご審議いただきました。 

その他、鴛野小学校では実際に、公用携帯電話による緊急時コールシス

テムを使用した防災訓練の現地視察も実施しました。 

そのような中、学校への空調設備の導入や、防犯カメラの設置など、様々

な取り組みについても行っております。全国の状況を見ますと、子どもの

安全、交通安全や、防犯の問題でも、様々な問題が起こっておりますし、

児童虐待の問題は、児童相談所と学校現場、教育委員会との連携をどのよ

うにしていかなければならないのかという問題も起こっております。 

つきましては、昨年度議論いただきました内容を踏まえて、さらにやる

べき事としてどういった事があるのかなど、議論をしっかり行い、最後は

学校や市長部局等と連携をするというのも大きな課題となるため、そのよ

うな議論を深めていきながら、様々な取組をしていく必要があろうかと考

えております。 
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２．議事２．議事２．議事２．議事    

市長 

    

    

    

    

    

    

    

    

事務局 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

今年度でございますけれども、現行の教育大綱を策定いたしまして 4 年

が経とうとしております。教育大綱の改訂や、それに合わせて教育ビジョ

ンの改訂もございますので、そのような方向性についての基本的な議論も

ございますし、これまでの取り組みを踏まえて、具体的にどのような事業

に取り組んでいくかという事につきましても重要でございますので、本日

は、教育大綱と関連事業につきましてご説明をしまして、ご議論いただけ

ればと存じます。 

ぜひ、本日も忌憚のないご意見を頂ければと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは早速ですが議事に入らせていただきます。議事の進行につきま

しては、本会議の議長であります佐藤市長にお願いいたします。 

 

 

それでは早速、議事に入らせていただきます。 

１つ目は『令和元年度「大分市教育大綱・大分市教育ビジョン」関連事

業について』でございますけれども、平成２７年度に策定しました「大分

市教育大綱」、また、平成２９年３月に策定いたしました、大分市教育ビ

ジョンに関連する今年度の取組についてでございます。 

今年度の取組内容等について、皆様から御意見をいただきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

企画課長の小野でございます。 

 『令和元年度「大分市教育大綱・大分市教育ビジョン」関連事業につい

て』ご説明申し上げます。座って説明させていただきます。 

資料の方は、右上に「資料１」と書かれた資料をご覧ください。 

こちらの資料は、「大分市教育大綱・大分市教育ビジョン」における基

本方針ごとに、教育大綱における目標、教育ビジョンにおける重点施策に

関する事業につきましてまとめた資料となります。 

本日は、これらの関連事業のうち新規事業と拡充事業を中心にご説明さ

せていただきます。 

なお、資料右上に記載しておりますが、事業名の横に赤い星印をつけた

ものが新規事業であり、赤い四角がついている物が拡充事業、そして赤い

丸印が継続の重点事業となります。 

これらの事業につきましては、市長部局と教育委員会が連携しながら取
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組を進めておりますが、説明につきましては、初めに教育委員会に所管し

ております事業について説明させていただいたのち、市長部局で所管して

おります事業の順で説明させていただきます。 

それでは 2ページをご覧ください。先ほどご覧いただいた資料に記載し

ておりました事業の概要を記載した一覧表となります。ここではオレンジ

色で示しております事業が新規事業でございまして、水色で示しておりま

す事業が拡充事業、そして緑色で示しております事業が継続の重点事業と

なっております。 

また、5番のように番号の下に（市）と記載した事業は、市長部局の事

業でございます。次に 3ページをご覧ください。3ページの 11番のよう

に、事業名に※印がついている事業につきましては、6 月補正事業として、

第 2 回大分市議会定例会へお諮りして承認いただいたのちに事業実施と

なりますことから、事業内容等につきましては、現時点での事業案を記載

しておりますのでご留意をお願いいたします。 

それでは、教育委員会の事業につきましては、教育総務課長から説明い

たします。 

 

教育総務課長の高田でございます。よろしくお願いいたします。 

座って説明させていただきます。教育委員会が所管する事業についてご

説明いたします。 

まず、教育大綱の「目標１ 次代を担う人材育成」、教育ビジョンでは

「生きる力をはぐくむ教育活動の展開」についてでございます。 

１の拡充事業の「教科指導マイスター派遣事業」につきましては、退職

教員を「教科指導員」として中学校に派遣し、理科・数学科・外国語科及

び国語科の具体的な授業場面において担当教員へ指導を行うものでござ

います。本年度につきましては、新たな教科として社会科に 3名配置し、

さらなる指導の充実を図るものでございます。 

次に、２の拡充事業の「外国語指導助手招聘事業」につきましては、

ＪＥＴプログラムを活用して、小中学校等の英語教育において授業の補助

を行う外国語指導助手（ＡＬＴ）を各学校へ派遣し、学級担任又は教科担

任とともに授業を行うものでございます。本年度につきましては、5名増

員し、合計 31名体制で更なる指導の充実を図るものでございます。 

続きまして、４の拡充事業の「歯と口の健康づくり事業」につきまして

は、歯みがき指導、食に関する指導に加え、平成２９年度より希望する児

童生徒に対し、むし歯予防効果の高いフッ化物洗口を学校や関係機関と協

力し実施しております。本年度は、小学校 23 校、中学校 10 校を加えた計

72 校において事業を実施し、来年度は大分市立学校の全校実施に向け取
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り組んでまいります。 

次に、教育ビジョンの「個に応じた教育活動の充実」についてでござい

ます。 

７の重点事業の「日本語指導等支援事業」につきましては、日本語指導

が必要な児童生徒及び保護者へ、個に応じた指導や支援を行うため、日本

語指導を行う講師や通訳を各学校に派遣するものでございます。今後は対

象児童生徒の増加が見込まれますことから、適切な支援策の在り方につい

て検討してまいります。 

３ページをお開きください。 

続きまして、教育大綱の「目標２ 学びのセーフティネットの構築」、

教育ビジョンでは、「すべての子どもの学びの保障」についてでございま

す。 

１３の拡充事業の「特別支援等教育活動サポート事業」につきましては、

学習や生活指導上、特に配慮が必要な児童生徒に対し、一人一人の教育的

ニーズに応じたきめ細かな指導を行うために配置しております補助教員

を、本年度は 3名増員し、計 123名に拡充したところでございます。年度

当初は 120名を各学校に配置しており、年度途中の各学校の状況に応じて

3名を任用の上、追加配置する予定としております。 

次に、１５の拡充事業の「スクールソーシャルワーカー活用事業」につ

きましては、本年度は、嘱託職員のスクールソーシャルワーカーを 2名増

員し、計 24 名を市内全中学校及び義務教育学校に配置し、併せて、その

中学校区内の小学校を担当しているところでございます。また、子育て支

援課との併任としております正規職員のスクールソーシャルワーカーを

教育センターに 1名、中央子ども家庭支援センターに 1名、東部子ども家

庭支援センターに 2名、西部子ども家庭支援センターに 1名配置すること

により、エリア体制及び子ども家庭支援センター等との連携を強化し、学

校における教育相談体制の充実を図っているところでございます。 

次に、１６の拡充事業の「奨学助成事業」につきましては、学力・人物

ともに優秀で、かつ経済的理由により就学が困難な生徒が、高校進学や進

級をあきらめることがないよう、平成 26 年度に給付型の奨学資金である

「未来自分創造資金」を創設し、昨年度には、募集定員を 25名から 50名

に拡大いたしました。さらに本年度からは、卒業時の給付額を 50,000 円

から 100,000円に引き上げたところでございます。 

次に、１７の拡充事業の「就学援助事業」につきましては、経済的理由

により子どもを小中学校及び義務教育学校に就学させることが困難な保

護者に対し、経済的支援を行うことによって義務教育の円滑な実施を図る

ものでございます。平成 29 年度からは、就学前児童並びに小学 6 年生を
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対象に新入学学用品費について、入学前の 3 月に前倒支給を行っていると

ころでございます。さらに本年度からは、小中学校の卒業アルバム購入な

どに係る費用と中学校 3 年生学力診断テストの費用を補助対象項目とし

て新設したところでございます。 

 続きまして、教育大綱の「目標３ 質の高い学びを実現する教育環境の

整備」、教育ビジョンの「次代の変化に対応した教育環境の整備」につい

てでございます。 

１９の重点事業の「小学校空調設備整備事業」につきましては、ＰＦＩ

手法を用いて普通教室等に空調機を整備し、児童の学習環境の充実を図る

ものでございます。現在、全 49校中、第 1期工事 16 校の設置を完了した

ところであり、引き続き可能な限り工期の短縮に努めてまいります。なお、

中学校につきましては昨年度完了したところでございます。 

４ページをお開きください 

 教育大綱の「目標４ 生涯学習支援体制や家庭教育支援の充実」、教育

ビジョンでは「生涯学習支援体制の充実」についてでございます。 

２６の新規事業の「地区公民館施設整備事業」につきましては、複合施

設内にある中央及び佐賀関を除く11地区公民館のうち 9館が築 30年以上

経過しており、「大分市公共施設等総合管理計画」などによる長寿命化に

向けた取組が必要な状況であるため、今年度より計画的な施設整備を行

い、施設の利便性の向上及び機能充実を図るものでございます。 

５ページをお開きください 

教育大綱の「目標６ 文化・芸術を活かしたまちづくり」、教育ビジョ

ンの「美術の振興と発信」についてでございます。 

３４の新規事業の「展覧会事業（特別展 磯崎新展）」につきましては、

大分市出身の建築家、磯崎新氏が、今年「建築界のノーベル賞」と呼ばれ

るプリツカー賞を受賞し、市議会承認の上、名誉市民にも推挙される予定

となっております。 

世界的に高い評価を受けております磯崎氏の活動を日本で初公開とな

るインスタレーションといった、空間全体を作品とする演出をはじめ、磯

崎氏の思考を具現化した建築模型などを紹介する展覧会を開催いたしま

す。併せまして、国内外を代表する有識者によるシンポジウムや市内の磯

崎建築を巡るバスツアー、建築に関するワークショップを開催することに

より、ラグビーワールドカップ２０１９の大分開催では、国内外から来県

する多くの方々に、磯崎氏の業績を広く紹介することが可能となるものと

考えております。 

次に、３５の重点事業の「大友氏遺跡歴史公園整備事業」につきまして

は、平成 27 年度に策定いたしました「史跡大友氏遺跡整備基本計画」に
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基づき、本市の個性と魅力を代表する大友氏遺跡を歴史公園として整備す

るものでございます。昨年度は、短期整備に位置付けております庭園遺構

の整備に着手し、本年度は、来年春の公開に向け、庭園の池の北側部分の

整備や園路整備、給排水施設整備等を進めてまいります。また、来年度か

らはおおむね 10 年間となる中期整備について検討を行い、現行の整備基

本計画の見直しを行うこととしております。 

 

教育委員会の所管する事業につきましては以上でございます。 

 

改めまして企画課長の小野でございます。 

続きまして、市長部局の関連事業についてご説明いたします。 

２ページにお戻りください。 

教育大綱の「目標１ 次代を担う人材育成」、教育ビジョンでは「生き

る力をはぐくむ教育活動の展開」についてでございます。 

５の新規事業「ハーバード大学との交流事業」につきましては、市内

中学校に通う生徒及び義務教育学校後期課程の生徒を対象に、Summer in 

Japan 大分大会のため大分市を訪れているハーバード大学生等にご協力

いただき、アメリカの大学生活や将来の夢などのスピーチと簡単な英語

ワークショップを行うこととしております。8 月 6 日午後 2 時から大分

市能楽堂にて開催し、定員は 100名、参加費は無料となっております。 

次に、１０の拡充事業の「幼稚園就園奨励事業」につきましては、私

立幼稚園に就園する園児の保護者の保育料負担軽減を図るため、市民税

の所得割課税額等に応じて補助金の交付を行うものでございまして、本

年９月までは現行の事業を継続して行います。１０月からにつきまして

は、国の幼児教育無償化に伴い、新しい無償化事業を実施し、世帯の所

得に関わらず、月額 2万 5700円を無償化とすることと致しております。 

３ページをお開きください 

教育大綱の「目標２ 学びのセーフティネットの構築」、教育ビジョン

では「すべての子どもの学びの保障」についてでございます。 

１１の新規事業の「医療的ケア児教育・保育事業」につきましては、痰

の吸引や導尿など日常的に医療的ケアが必要な児童の在籍する保育所等

に、訪問看護ステーションから看護師を派遣し、就学前の子どもの教育・

保育の機会を保障するものでございます。 

次に、１６の新規事業の「子どもの居場所づくりネットワーク事業」に

つきましては、子ども食堂等の民間を主体とした「子どもの居場所づくり」

への支援を行うことにより、地域の力を活かしながら、支援を要する子ど

もの健全な育成を図るものでございます。本年度につきましては、ネット
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市長 

ワークの創設及び経費の一部補助を行うことと致しております。 

４ページをお開きください 

教育大綱の「目標４ 生涯学習支援体制や家庭教育支援の充実」、教育

ビジョンでは「学習機会や内容の充実」についてでございます。２９の重

点事業「子どもの学習支援事業」につきましては、家庭の経済状況により

学習塾に通えない子どもたちの学力や学習意欲の向上を図るため、「要保

護世帯」および「準要保護世帯」の中学生を対象に、学習塾にかかる費用

の一部を助成するものでございます。本年度につきましても、さらなる利

用者の増加に向けて努めてまいります。 

５ページをお開きください 

教育大綱の「目標７ スポーツを通じた地域活性化」、教育ビジョンの

「競技スポーツの振興」についてでございます。 

３８の重点事業の「東京 2020 オリンピック・パラリンピック強化指定

選手支援事業」につきましては、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

クに対して、多くの国民が日本人選手の活躍を期待しているなか、本市出

身選手および本市在住者の中でオリンピック出場が期待される選手を指

定し、遠征に係る経費等の助成を行うものでございます。 

次に、３９の重点事業の「国際スポーツ誘致推進事業」につきましては、

今後とも、広報活動、イベントおよびナショナルチーム等のキャンプ誘致

を積極的に行うことで、それぞれの大会に向けた機運の醸成を図り、地域

の活性化や国際化の推進に寄与してまいります。また、当該年となりまし

たラグビーワールドカップ大分開催を成功させるために各種事業を実施

してまいります。 

 次に、４３の新規事業「西部スポーツ交流広場改修事業」につきまして

は、全国的に人工芝の導入が進められている中、本市では人工芝グラウン

ドが未だに整備されていないことから、利用者や競技団体等から人工芝グ

ラウンドの整備に係る要望があげられているところでございます。このよ

うな現状を踏まえまして、使用率が高く、交通アクセスも良好である西部

スポーツ交流広場に、人工芝を整備するものでございます。本年度は改修

に向けた実施設計を実施する予定でございます。 

事業の説明につきましては、以上でございますが、事業実施にあたりま

しては、引続き市長部局と教育委員会が十分に連携を図りながら、教育大

綱、教育ビジョンの取組をしっかりと推進してまいります。       

議事１、令和元年度「大分市教育大綱・大分市教育ビジョン」に関する

説明につきましては以上でございます。 

 

ありがとうございました。 
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事務局 

今年度の事業に関する説明がございましたけれども、ご質問等はござい

ますか。 

 

今年度もよろしくお願いいたします。 

様々な令和元年度の事業説明をありがとうございました。私からは、国

際交流という観点で、5 番と 39 番について質問でございます。まず、ハ

ーバード大学生との交流事業について、なかなかこのようなめったにない

機会を活かした事業をありがとうございます。そんな中、英語交流会を中

学生の方と行うという所ですが、2 日間の日程の中で文化の体験等もハー

バード学生さんとあるかと思いますが、ぜひ友好な交流会を中学生の方と

していただきたいと思います。もう少し、この内容について具体的に教え

て頂ければという点と、似通っていますが 39 番の国際スポーツ推進事業

でございますが、いよいよラグビーワールドカップが 10 月に迫っており

ますが、こちらも地域の活性化、国際化の推進に寄与するという事でござ

いますので、ぜひこちらも中学生の方々が生の英語に触れる機会はそう無

い事だと思いますので、こちらにつきましても何か交流に関する具体的な

施策はあるのでしょうか。以上 2点でございます。 

 

はい。ありがとうございました。 

それでは、一つ目お願いします。 

 

文化国際課の衛藤でございます。よろしくお願いいたします。 

1点目のハーバード大学生との交流会の詳しい内容としましては、現在

調整中ではあるのですが、8月 6 日に大分市能楽堂において、ハーバード

大学生の方が 12 名、市内の中学生を対象に 100 名募集をしております。

まず、ハーバード大学生の方から、学生さんが持たれている夢などを英語

で話していただきます。その後、小グループに分かれてそれぞれワークシ

ョップをしていただき、最後に代表の方からスピーチをしていただく予定

となっております。 

 

その代表の方のスピーチは中学生がされるのですか。 

 

そうです。現在その形で進めていきます。 

 

事業内容ではハーバード大学生が 20 名という事ですが、実際、現時点

では 12名ということでしょうか 

そうです。本日確認したところ、12名という事です。 
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ラグビーワールドカップ・東京オリンピック・パラリンピック推進局の

佐藤でございます。 

それでは 39 番の「国際スポーツ推進事業」にかかるご質問についてお

答えします。現在ラグビーワールドカップに向けて市内の小中学校、公立

の幼稚園にお願いしまして、色んな取り組みをしております。具体的に申

し上げますと、折り鶴を子ども達に折ってもらって、その折り鶴を大分市

のホテルや旅館等で、ベッドメイキングをした後に置いてもらって、メッ

セージカードとともにお配りする、旅の記念にお持ち帰りいただくという

事を考えております。それを小学校・中学校にお願いしております。 

それから、フラワーポットを街中に飾ろうと考えておりまして、これは

公立幼稚園と小学校にお願いをして、作ったものを街中に配布して飾りつ

けをしようと思っております。 

それから、これは大分市民全てになるのですけれども、市報にあいさつ

運動のお願いを掲載するようにしております。すでに学校につきまして

は、校長会等を通じて、特に外国人の方に関して、まず日本語で「こんに

ちは」と言ってください。その後、大分に来てもらったことを感謝する意

味で、「Welcome to Oita」と言ってもらう。それから、別れ際に「Have a 

good day」と言ってもらう。この基本の 3 つをまず言ってもらいます。こ

れは小さいお子さんから大人の方までお願いしたいと考えております。中

学生については、中学校の英語の教員、また小学生についても ALTとかい

らっしゃいますので、この言葉に続く言葉を、例えば「Welcome to Oita」

と言った時に、向こうから返し言葉があった時に、それに対して英語の先

生が「こういう事を言ったらいいよ」というような事をぜひ勉強していた

だきたいという事をお願いしたいと考えております。以上でございます。 

 

会話の続きは英語の先生にそれぞれ任されてという事で、小さい冊子か

何かを渡してという事ではないのですね。 

 

冊子を渡すまではないのですけど、こういった事はどうでしょうかとい

う案みたいなものをお渡ししました。同様な事を大分市民ボランティアの

方にもやっていますので、市民ボランティアの方にも「Have a good day」

と言って「Thank you too」と返されたら「Good luck」や「Have fun」と

返したらどうですか、というようなことを言っております。それと同様な

事を中学校の生徒さんにも広げていただきたいと思っております。 

 

せっかくの祝祭の広場に中学校の生徒さんを連れて行って交流を図る、
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盆ダンスをやるという話も承っておりますけれども、そちらに連れて行っ

てみたいな事は今のところは考えておられるのですか。 

 

授業がある日に試合が組まれていることもありますので、どうしても中

学生という事になりますと、休日の試合の日でないと参加は難しいと考え

ています。ただし、予選では 1試合、準々決勝は 2試合とも土日になりま

すけども、そこの部分については、基本こちらからお願いするという事は

考えておりませんが、民間の方や市民の実施事業という事で、自分たちが

組んだイベントとして盆ダンス、盆踊りをやろうと考えている所がありま

すので、そこに中学生に来てもらって行う事も検討しているとは聞いてお

ります。 

 

ぜひ、積極的な参加を促す仕組みを作っていただければ、授業等もあり

ますでしょうけれども、一生に一度という事であると思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

あと、ご質問の件とは別の事になりますが、モザイクアートというのが

ございまして、大分県立芸術文化短期大学の先生と、中学校 7校の生徒に

協力して頂きまして、ラグビーの試合の様子をモザイクアートで大きなパ

ネルを作り、大分市の地下道の入口のところに掲示しようという事も考え

ています。以上です。 

 

ひとつ戻りまして、5番のハーバード大学生との交流事業ですが、大分

市能楽堂であるというのは、何か伝統芸能を披露するようなことを考えて

いらっしゃるのですか？ 

 

能楽堂で能などの伝統芸能をお見せするというような事はプログラム

には無いのですけれども、あくまでも中学生の一つの交流、場所の雰囲気

としてハーバードの学生さんには日本の文化を感じていただく場所とい

う事で選んでおります。 

 

先ほどの 39 番の事業ですが、例えばキャンプ期間中などに、中学生た

ちがキャンプを見学に行ったりとか、オフの時に選手が小学校や中学校を

訪問することは難しいのでしょうか。 

 

実際、公認チームキャンプとして、予選ではウルグアイ、フィジー2カ

国が大分市でキャンプを行います。しかしながら、選手たちはラグビーワ
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ールドカップに勝負のために来ていますので、中々地元の人と交流すると

いう時間を取っていただけるかどうかというのは、これはチームの考え方

次第でございます。したがって、我々としては組織委員会を通じてお願い

をしております。一応、3 つほどメニューを、こんな事はどうでしょうか、

という事で掲げているのですが、先方が予選の試合の勝率を見て、自分た

ちは決勝トーナメントにも行けそうにないから、ここで交流事業を行って

もいいですよと、チーム側が言ってくれた時には実施しようと思っていま

すので、現在、対象となる小中学校の方に事前にお願いをしております。

実施できるかどうかは分かりませんが、もし、チームが交流事業をやりま

すよと言った時には、選手を学校に迎え入れて、一緒に給食を食べてもら

ったり、ラグビーボールを使ったプレーの練習をしたりなどを行ってもら

おうとは考えてはおりますが、現時点で実施できるかは分からない状態で

す。 

もう一つ、ウルグアイとフィジーの子ども達を各 20 名ずつ、本国から

大分市に呼びまして、試合を観戦していただいた後、大分の子ども達、学

生と交流してもらうことも別途計画をしています。 

 

今おっしゃられたように、勝負に来ていますので、チームの事情も色々

あるとは思うのですけれども、本物のプロの選手と触れ合うことも非常に

重要だと思います。もし、実現出来たら素晴らしいと思います。 

 

同じく 39番の事業についてですが、「こんにちは」から始めてください

とお子さんたちにはお伝えしているという事ですが、ここでお願いとなり

ますけど、笑顔でウェルカムモード一杯にしていただく事と、ぜひノーサ

イド精神を、日本で生まれた言葉で日本しか使っていない、ノーサイドと

いう感覚を私たちは持っているという事を子ども達にも共有していただ

き、それを考えるきっかけにしてもらいたい。そこには子ども達の些細な

いざこざでありますとか、外国籍のお子さんも今は多く身の回りに居ます

ので、こういった事を考えるきっかけ作りにもなると思います。ラグビー

のノーサイドという考え、そこに根付いている私たちの気持ちというのも

子どもに伝えていける場にしていただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

はい、その他にはよろしいでしょうか。 

それではありがとうございました。貴重なご意見をいただきましたの

で、今年度の取組事業について、しっかり取組んでいただきますようお願

いします。 
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それでは次に議事の 2 に行きたいと思います。 

大分市教育大綱の改訂方針（案）について事務局からお願いします。 

 

企画課長の小野でございます。 

議事２の大分市教育大綱の改訂方針案についてご説明いたします。 

右上に資料２－①と書かれた資料をご覧ください。 

まず、１の策定の趣旨についてでございますが、教育大綱は、平成 26

年 6 月に改正された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づ

き、地域住民の意向をより一層反映するとともに、教育、学術及び文化の

振興に関する総合的な推進を図るため、教育行政に関する目標や施策の根

本となる方針を地方公共団体の長が、総合教育会議の場において教育委員

会と協議して定めるものでございます。 

 次に２の大綱の定義等についてでございますが、こちらは平成 26 年 7

月の文科省の通知を抜粋したものでございます。教育大綱の定義につきま

しては、地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策

について、その目標や施策の根本となる方針を定めるものであり、詳細な

施策について策定するものではないこととされております。２点目には、

国の教育振興計画における基本的な方針を参酌して定めることとしてお

りますが、教育の課題が地域によって様々であることを踏まえ、その実情

に応じて策定すること、３点目には、対象期間は、法律では定められてお

りませんが、４年から５年程度を想定しているといったことが記載されて

います。 

 次に大綱への記載事項につきましては、地方公共団体の判断に委ねられ

ておりますが、主として地方公共団体の長が有する予算や条例提案等の権

限に関する事項についての目標や、施策の根本となる方針が考えられるこ

と、２点目には地方公共団体の長が策定するものでありますが、総合教育

会議において十分に協議、調整を尽くすことが肝要であるといったことが

記載されています。 

 次に、３、大綱の策定方法につきましては、今年度同時期に見直し作業

に着手する、新たな大分市総合計画や大分市教育ビジョンの基本計画の策

定に向けた検討の成果も反映するなかで、総合教育会議で協議のうえ、次

期大綱を策定することといたしております。 

 続きまして、４の対象期間についてでございますが、総合計画との整合

性などを踏まえ、次期大綱の対象期間を 2020 年度（令和 2 年度）から 2024

年度（令和 6 年度）までの 5 年間といたします。 

 次に、５の関連計画の策定状況でございますが、「大分市総合計画」に
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つきましては、本市の最上位計画に位置付けられておりまして、基本構想

に掲げた都市像及び６つの基本的な政策を実現するための具体的な政

策・施策の基本計画の期間が、今年度で終了することから、第２次基本計

画の策定に取り組むことといたしております。 

 「大分市教育ビジョン」につきましては、総合計画の基本理念の実現を

教育の分野から目指すものと位置づけ、教育大綱の趣旨を反映させるとと

もに、各地方公共団体が策定する教育振興基本計画として位置づけており

ます。今年度、第Ⅱ期基本計画の策定に取り組むことといたしております。 

 それでは、２ページをご覧ください。 

６の次期大綱案の作成体制でございますが、まず市長部局及び教育委員

会事務局の関係課で見直し案の作成を行います。次に、その関係課長で構

成いたします「総合教育会議連絡調整会議」において検討を行い、次期大

綱の素案を作成し、総合教育会議にお諮りすることといたしております。 

次に、７の現行の大分市教育大綱の体系についてですが、施策の根本と

なる「基本理念」につきましては、総合計画の基本構想の基本的な政策を

踏襲し、「豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむ」と定めておりまし

て、「基本理念」の実現に向けた基本的な方針として、「５つの基本方針」

を定め、「基本理念」、「基本方針」に基づき、総合的な施策の目標として、

「７つの目標」を定めております。 

次に、８の大綱改訂にあたっての基本的な考え方についてでございます

が、同時期に改訂を行う総合計画や教育ビジョンの見直し内容と整合性を

図るため、両計画の外部検討委員会における意見等を総合教育会議におい

ても共有し、大綱改訂の参考といたします。２点目につきましては、大分

市総合計画の基本構想の基本的な政策との整合性を踏まえ、現教育大綱の

基本理念を引き継ぐことといたします。３点目といたしましては、国や県

の動向に留意するとともに、これまでの総合教育会議における議論をもと

に、今後の社会変化を見据えた課題等へ、市長部局と教育委員会が連携し

て対応していくための方針や施策の方向性を示すものといたします。 

それではここで、お手元に配布しております、Ａ４縦の参考資料をご覧

ください。 

こちらは、これまでの総合教育会議で取り上げてきた議題と、教育をめ

ぐる現状と課題として、今後の社会変化等も踏まえた取り組むべき課題

を、国の第 3期教育振興基本計画等から抜粋し、項目を整理したものでご

ざいます。これらの社会情勢の変化等も踏まえ、大綱の見直し作業を行っ

て参りたいと考えております 

それでは、資料 2 の 2ページにお戻りください。 

続きまして、９の次期大綱の体系についてでございますが、次期大綱の基
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本方針の変更案として、現行の基本方針では、総合計画第 2 部の各章、各

節中の基本方針を踏襲し、５つの基本方針を定めておりますが、教育大綱

の趣旨を反映して策定している教育ビジョンには、基本方針 6 として「人

権を尊重する社会づくりの推進」を定めております。つきましては、教育

大綱と教育ビジョンの整合性を図るとともに、現教育大綱策定後の 2016

年 12 月に「部落差別解消推進法」が施行されたこと等を踏まえまして、

次期大綱の基本方針への「人権を尊重する社会づくりの推進」を追加し、

その目標を定めることといたします。 

次に、１０の大綱改訂のスケジュールについてでございますが、8 月 7

日に開催いたします第 2 回につきましては、大綱の素案を事務局より提示

し議論していただくこととしております。10 月上旬の第 3 回では、有識

者をお呼びし、最新の教育を取り巻く情勢等の講演、教育大綱に関する意

見交換を行いたいと考えております。 

11 月 6 日の第４回では、大綱の原案をとりまとめ、その後の 12 月議会

において、総務常任委員会、文教常任委員会へ報告を行い、12 月議会終

了後からパブリックコメントを行う予定としております。そして、令和 2

年の第 5 回、第 6 回で最終案を策定することといたしております。また、

第 2 回と第 4 回に記載しております、議事テーマにつきましては、今後検

討すべきテーマを設定いたしまして、議論していただくこととしておりま

す。今年度のスケジュールにつきましては、現時点での案でございますの

で、今後、変更が生じましたら、その都度ご報告し、調整させていただき

ます。 

続きまして、資料 3 をご覧ください。 

こちらは、今年度見直しを行う、大分市総合計画と教育大綱、教育ビジ

ョンの策定スケジュールを一覧にしたものでございます。総合計画、教育

ビジョンとも８月以降に、外部検討委員会を開催することとしております

ので、それぞれの会議での情報共有を図り、検討結果を反映して参ります。 

議事２、「大分市教育大綱の改訂方針（案）について」の説明は以上と

なります。 

 

ありがとうございました。 

かなり忙しいスケジュールでありまして、参考資料を見ていただくと分

かります通り、課題も盛りだくさんとなっております。社会が色々変わっ

てくることに伴う課題、あるいは、全国でも様々な不幸な事件も起きてお

ります。そういう事態に対応するためにもさらに検討をしていかないとい

けないという事でありますので、大変難しい課題も入っておりますけれど

も、将来の大分市のために、あるいは子ども達のためには大変重要な課題
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ばかりでありますので、ぜひ検討をお願いします。 

それでは、ご質問、ご意見等を順番にお願いいたします。 

 

盛りだくさんで、スケジュール感が大変だなということで、大変お疲れ

様でございます。今思っているのは、求人活動の中でもそうですが、県の

方でも言われておりますけれども、20 代の方が福岡県に転出超過となっ

ておりまして、毎年 1500、1600 人福岡に転出されているという事であり

ます。どのような形で大分に戻る人を増やしていけばいいかと考えます

と、小学校・中学校の間に大分の企業の素晴らしさですとか、そういう教

育をしていただくと大変助かると思います。毎年採用活動については、各

中小企業様も苦労しており、多くの課題がある中で大変恐縮ですけれど

も、そこら辺も考慮して頂ければと思っております。以上です。 

 

中学生・高校生の子どもを持つ親としては、学校が快適に過ごしやすい

ということが重要で、学校以外に居場所だとか学習支援のサポートチーム

を作るというのも良いのですが、出来れば通っているそこの学校の中に居

場所や、サポートできる雰囲気など、そういったものがあるという安心感

とつながりがあると思います。さらに、保護者同士のつながりや、そこか

ら社会へのつながりなどが必要ではないかと思います。また、子ども同士

もせまい所で、人間関係でとても苦しんでいるのであれば、もっと広がり

を持たせてあげるような仕組みなどをこれから議題であげていければと

思っております。また今、登下校がとても心配です。どうすれば、「行っ

てらっしゃい」から「お帰り」まで安心して親も子どもも過ごせるのか、

どうしたら守ることができるのか、子どもも自分自身の身を守るなど、そ

ういった所も教えながら、取り組みを考えていきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

先ほど質問した、大分市能楽堂でのハーバード大学生徒の交流会なので

すが、せっかく能楽堂で開かれるので、ほんの少しだけ時間をとってもら

って伝統芸能のようなものを何か、少しの時間でも提供出来たらいいかな

と思います。 

それと、子どもの居場所づくりネットワークの、子ども食堂の費用につ

いてですが、今年度から補助金として、経費を市で補助することになって

いますけど、子ども食堂が開かれるのは不定期で、徹底されていないとい

うのがほとんどではないかと感じます。子どもは誰でも大きくなると、そ

ういう場所があった事、皆にしてもらった事とか、色々な事が絶対に記憶

に残ると思います。そういう事が、自分が生きるための力になったり、育
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んだりする根本になるのではないかと思うので、子ども食堂をもう少し徹

底したものにしてもらいたいと思います。以上です。 

 

今、参考資料を見ていたのですけど、その中で「教育をめぐる現状と課

題」の中に急速な技術革新というものがありまして、IoT も AI も、我々

が 10 年、20 年前だと何も想像もできないような事が、今どんどん進化し

ていて、多分 5 年後、10 年後には今よりも想像できないことが起こって

いるのだろうと感じます。今の子どもたちは、そういう社会をこれから生

きていく事になるので、我々、子どもに教育を教える側の人間も常識にと

らわれないような形で物事を教えていく、そういう教育が必要ではないか

と思います。それを支えていくための教育大綱をこれから作っていかない

といけないのかなと感じました。以上です。 

 

 教育の問題を議論する場があるというのは、大変ありがたいことだと思

います。しかし、よく考えてみますと、教育をめぐる問題を考えた時に、

どうしても学校教育に特化して考えていないかという懸念があります。教

育という範疇は概念規定で言えば、家庭教育をその出発として学校教育が

あり、そして社会教育があります。だから、教育をもっと広い視野から捉

えていく事も必要だと思います。それゆえに、前回の教育ビジョン策定の

際には、縦の接続と横の連携、縦というのは今言った学校間の接続も意味

しますけれども、広い意味で教育を大きく捉えて検討する事も必要ではな

いかというのが一点です。それからもう一つは、この大綱改訂にあたって

の基本的な考え方で、先程説明があったように、国・県の動向に留意する

という視点です。実は、新教育委員会制度が始まって教育大綱が策定され

るようになりましたけれども、県においても全く同様で、県の教育大綱も

このタイムスケジュールで実は策定される予定です。だから、どこで整合

性を取るか、そして、県の教育大綱を参酌して、おそらく県の長期教育計

画というのが策定されます。これも現在改訂期に入っています。そのため、

全てが先ほど示されたタイムスケジュールで改訂しているのですが、それ

に相互に関連をいかに持たせるかというのが一つ大事な視点ではないか

と思います。 

 幸いなことに、私は県の長期教育計画策定委員をしておりますので、あ

る程度の内容について、外部に出せる分については了解を得て情報交換を

しながら進めていきたいと思っております。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。いずれも大変重要な課題と考えます。 

例えば先ほど古城委員がおっしゃった、子どもたちが進学の時に転出し
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ていく件についてですが、これは要するに、高校より先の話が主になるの

ですけれども、例えば薬学部が県内に無いので、薬剤師になりたいと思っ

たら県外に進学するしかないんですよね。そのような課題もあります。 

 先日、下関市立大学の同窓会が大分市であり、呼ばれて行きましたけれ

ども、市立の大学も大分市よりも小規模の市でも結構設置している所があ

ります。だからといって大分市も市立大学を持つべきだという事は毛頭あ

りませんけれども、様々な高等教育との接続も考えないと、職業選択とか、

就職とか、人材育成というところで、市が行う取組というのは初等、中等

教育ぐらいまでが主になりますけども、産業との関係でいうと、工業の教

育をどうするのかとか、高専や先ほどの薬学部など、色々そういう所まで

含めて発信して行かないといけないと感じます。それから、先ほどのハー

バード大学生との交流の話は、元々廣津留さんが行っていたものが非常に

好評でして、大分市も「リトル・オースチン村」を行っていたりと、様々

なレベルであるのですが、ハーバードの大学生が毎年来ていますので、せ

っかくの機会なので、逆に日本の文化、大分の文化を知ってもらう良い機

会になるというように思います。併せて、県との連携でいうとスタンフォ

ード大学との連携も行おうとしていますよね。それらとどのように連携し

ていくのか。そのように考えていくと APUの学長との話で話題となりまし

た、インターナショナルスクールをどのように整備していくかという課題

があります。国際化の議論でいうと、非常にニーズが高いです。これは、

小学校・中学校だけの話ではなくて、結局、国際バカロレアのカリキュラ

ムをしっかりとカバーできるような学校というのは、高校までのカリキュ

ラムが揃い、そこから世界の大学を受けられるような体制をどのように整

備するのかというような話になります。今、教育長からのお話があったよ

うに、しっかりと県の教育委員会と連携していかないと対応できない話も

非常に多いです。或いはそういう事をやっていくと、総合教育会議の場で

課題としてあげられたことが、さらに実行性を持ったまま出来るような感

じがしますので、そこをぜひよろしくお願いしたいと思います。 

それから、安全の問題でありますけど、最近、大分市であった、高校生

の自転車事故の問題が非常に気にかかっていまして、中学生もかなり自転

車通学していますね。このような事故というのは今、全国で起こっており、

伝播していきますよね。1 か所どこかで起こると、必ずまたすぐに起こる

という事になるので、今回の高校生の事故は、被害者にもなり、加害者に

もなり、両方なりうるという事でもありますけど、中学生の方にもぜひ注

意喚起を改めてする必要があるかなと思います。それから、こちらから提

言している、高校生のヘルメット装着の話しも、やはり、校長を集めてや

っているのであれば、もう一度改めてその場で話しがあって然るべきだな
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と思います。今回は高校生がぶつけてしまったという事で、大変お気の毒

な事故だとは思いますけど、ヘルメットを被せることが交通安全に対する

意識を高めるという事になると思います。 

中学生まではヘルメット装着が義務になっていますよね。費用について

はどのようになっていますか。 

 

自己負担で買わせています。それを条件に自転車通学を認めています。 

 

中学校まではヘルメット装着を行っていますということと、高校をどの

ように対応するのかということを、ある意味で連携と言いますか、政策に

ついてあり方を考える時に考えてもらわなければならないと思います。 

 子どもたちの通学は、交通指導員の皆さんとボランティアの皆さんが大

変協力してくださっていまして、その努力があってはじめて守られていま

して、交通安全の意味でも、それ以外の防犯の意味でも効果があります。

長年交通指導員をやってもらっている方は表彰させて頂いておりますの

で、そういう方々の気持ちで子どもたちの安全を守ってもらっている所が

あります。そういう方々を大事にしながら、なおかつインフラで防犯カメ

ラを設置し、防犯ブザーを配っています。 

 ところが、よく言われますけど、最初入学の時に防犯ブザーを配るので

すが、あまり使う事もしないので、その内電池が切れたりするのではない

でしょうか。時々使えるかどうかチェックする必要があると思います。 

 

 学校教育課です。今、市長がおっしゃられたように、防犯ブザーの件は、

小学校の入学時に子どもたちに寄付をいただきまして、配布させて頂いて

おります。学校が使い方の指導ももちろん致しますし、使用可能であるか

についても定期的に確認しています。 

そして今おっしゃられた自転車の事故の件は、高校生の事故でありまし

たけれども、これも高校生の問題だけではなくて、中学生の通学、また小

学生も含めまして、帰宅後、放課後に起こりうる内容だと思っております。

5 月 13 日から、教育長が直接、校長に対して個別の面談をしております。

その中でも、特に中学校におきましては、自転車の乗り方、そして自転車

そのものの安全点検、こういった事も含めて、これまでも学校では指導し

ているのですが、重ねて指導するという事を行っております。以上です。 

 

 都市交通対策課です。私ども、自転車を活かした街づくりという事を進

めておりまして、その中でルール、マナーの啓発事業を実施しているとこ

ろでございます。年間を通じて小学校・中学校に対しまして、おでかけ自
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転車教室というのも実施しておりまして、毎年 13 校から 14 校実施してお

ります。 

 今年は 8月 10 日、11 日で開催されます、大分サイクルフェスというイ

ベントもありますけれども、その中でも小学校を対象に自転車教室を開催

している所でございまして、今後ともあらゆる場面を通じてルール・マナ

ーの啓発事業を進めてまいりたいと考えております。 

 

はい、ありがとうございました。 

こういう様々な取り組みがあって、子どもたちの安全が守られる。一生

懸命対策を行っていても不幸な事が起こることはありますけども、そうい

うのを、絶えず皆で認識をして取組を進めて行くべきだと思います。そう

いう意味でも、今日も委員の皆さまからのご意見を頂きましたけれども、

やはり教育大綱の中にも本日頂いた意見の内容等をしっかり盛り込んで

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

文化国際課の衛藤です。よろしいでしょうか。 

ハーバード大学生との交流事業につきまして、先ほどセミナーの中心に

なる部分で、あくまでも交流という事を申し上げましたけども、一応全体

的な内容は検討中でございますが、オープニングイベント等も並行して検

討しておりますので、その中で日本文化を伝えられるものなどを取組んで

参りたいと考えております。また、学生をお預かりしている間は、書道体

験とか華道体験等も検討しておりますので、日本文化を伝えていきたいと

思います。 

 

ハーバード大学の学生が毎年 15 から 20 人来るという事も、他の地域に

は無い貴重な機会で、交流したいという人たちが日本中から来ています。

場合によっては、他国の駐在の子どもたちが、わざわざ大分に来て交流を

しているということもあります。こういう機会を捉えて、しかも大分の、

大分大学とか APU の学生とか、他の学生が一緒に交流して行っているの

で、大分の学生さんにとっても非常にいい機会になっています。 

 元々、廣津留さんのグループが中心になってやっていたことが、こんな

に大きくなっているので、ぜひこういう機会を活かしてもらいたいです。

また、「リトル・オースチン村」の方も非常に重要なので活かしてもらい

ながら、両方の事業がどこかで交流するのか、違うプログラムとして大き

くしていくのかというのも議論していただいて進めて行ってください。 

それでは、教育大綱の改訂方針等についてはよろしいでしょうか。 

全体を通してご意見等はございますか。 
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事務局 

 

 

よろしいでしょうか。それでは本日の議事は以上でございます。皆様あ

りがとうございました。 

事務局お願いします。 

 

 

はい、ありがとうございました。 

次回の開催日程、それから議題等につきましては、先ほどの大綱の改訂

スケジュールにてご説明いたしましたけれども、詳細につきましては、事

務局で調整させていただき、改めてご連絡をいたします。 

それでは、令和元年度 第 1 回大分市総合教育会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


